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　耳鳴とは、明らかな体外音源がないにもかかわらず感じる異常
な音感覚と定義されます。65歳以上では約３割の人が耳鳴を感じ
るとされ、さらなる高齢化やストレスにより、耳鳴患者は増加す
ることが予想されます。
　また、外部からの音を伝える仕組みに、何らかの原因で異常が
起こり、これまで聞こえていた音が聞こえにくくなるのが難聴で
す。
　耳鳴の原因は、難聴になることにより脳へ送る信号が減少する
ため、中枢聴覚路の抑制系の活動が低下し、中枢聴覚路に過剰興
奮が生じることが関係していると考えられています。
　あなたは、コンビニの店先から発している「キーン」という不
快なモスキート音が聞こえますか？人間は通常、20hzの低音から
20khzの高音まで聞くことができますが、年齢とともに高周波音

は聞きづらくなってきます。コンビニでは、
17khzの高音を使用し、若者がコンビニの前な
どに集まるのを防いでいます。
　耳鳴のある人の約９割は加齢性難聴を伴っ
ています。耳鳴を根本的に治す治療は現在な
いため、耳鳴の改善・軽減のために補聴器を
使ったり、耳鳴に近い音を出すサウンドジェ
ネレーター機能付きの補聴器を使う「音響療
法」を行います。

問合せ先　貝塚市医師会☎072－423－4130

　歯科医師は、歯や歯茎(はぐき)はも
ちろんのこと、口の周りの働きや様子
にも注目し、多くの人の健康を守ろう
としています。
　例えば、呼吸の仕方は健康に大きく
かかわりがあると言われています。み
なさんは、口で呼吸する口呼吸と、鼻
で呼吸する鼻呼吸のどちらが健康のた
めに良く、理にかなっていると思いま
すか？
　正解は鼻呼吸です。私たち歯科医師が呼吸に注目するようになっ
たのは、鼻呼吸に比べ口呼吸は歯並びを悪くする原因となるだけで
なく、虫歯や歯周病を悪化させるからです。
　人間の身体にとって有害なもの、その90％近くは口から体内に侵
入してくると言われています。その中でも空気中の雑菌やウイルス
は、肺炎など呼吸器に害をなすことが多く、口呼吸の場合は、その
ような空気が吸気として、のどの咽頭(いんとう)とよばれる部分か
ら気管を通って直接肺の中に入るのでよくありません。
　ところが鼻呼吸の場合は、吸った空気が鼻水で湿り気を含み体温
で温められます。そして、汚れやゴミをある程度鼻毛でからめとる
ことで、いわばフィルターを通ったような状態で肺に入っていきま
す。また、鼻呼吸は、吸引された空気が肺の中で酸素と二酸化炭素
に分離されやすく、健康のためにもよいと言われています。

貝塚市歯科医師会

鼻呼吸
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　新型コロナウイルスの影響により、牛乳や乳製品の消費の更

なる減少が懸念されています。

　農林水産省では、酪農家を支えるため、牛乳やヨーグルトを

普段より１本多く消費することを目指す「プラスワンプロジェ

クト」を実施中です。 

　牛乳や乳製品の消費拡大にご協力をお願いします。

問合せ先　農林課☎072ー433ー7385


